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アラーム表示/履歴の作画方法 

（例）接続先の PLCを FXシリーズとした 

 

１．アラーム表示の作画方法 

１－１．アラーム表示部品の配置とアラームメッセージの設定 

[オブジェクト]－[アラーム表示]をクリックし、画面にアラーム表示部品を配置する 

 

配置した部品をダブルクリックし、プロパティ画面を開く 
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「警報テーブルを開く」ボタンをクリックし、[アラーム]テーブル設定画面を開く 

 

[アラーム]画面の「グループの追加」ボタンをクリックし、新規グループ（テーブル）を追加する 
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[Block1：Alarm]の下にグループ（テーブル）[ID]が追加される 

 

[条件拡張の使用]にチェックを入れると[ビットアドレス]や[ワードアドレス]が選択できる 
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（例）では、ビッドアドレスM0～M4の５点を設定した 

表中の[アドレス]をダブルクリックする 

 

↓ 

アドレスを入力する 

 

 

[追加数（アドレスの数）]と[アドレス自動増加（1 の場合：先頭アドレス+1）]を入力し、「追加」ボタン

をクリックする 

 

↓ 

 

 

アラームメッセージを入力し「適用」ボタンをクリックする 

 

 

「Yes」をクリックした後、「閉じる」ボタンで[アラーム]画面を閉じる 
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１－２．アラーム表示の設定 

[アラームビュープロパティ]に戻り、[基本]タブの[アラーム選択]と[アラームタイプ]を設定する 

○[アラームの選択]： 設定したアラームグループを設定する 

○[アラームタイプ] ：[現在のアラーム] 

 

[カラム]タブに切り替え、[カラムデータの再設定の使用]にチェックを入れる 
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表の枠を拡張(縮小)、タイトルを変更する場合は、表内のセルをダブルクリックし変更する 

 

表内の文字の大きさや、セルの高さを変更する場合は、[スタイル]タブで変更する 

 

最後に「OK」ボタンをクリックする 
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２．アラーム履歴の作画方法 

２－１．[アラーム表示部品の配置とアラームメッセージの設定]は、１－１．と同じ様に設定する 

 

２－２．アラーム履歴の設定 

[アラームビュープロパティ]に戻り、[基本]タブの[アラーム選択]と[アラームタイプ]を設定する 

○[アラームの選択]： 設定したアラームグループを設定する 

○[アラームタイプ] ：[アラーム履歴] 

 

[カラム]タブに切り替え、[カラムデータの再設定の使用]にチェックを入れる 
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表の枠を拡張(縮小)、タイトルを変更する場合は、表内のセルをダブルクリックし変更する 

また、不要な列を削除する場合は、列を選択し「削除」ボタンをクリックする 

列の順番を入れ替える場合は、[表示欄]で列を選択し「左右」ボタンをクリックする 

 

表内の文字の大きさや、セルの高さを変更する場合は、[スタイル]タブで変更する 
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[キー]タブでは、表の[ページ切り替え]、[カーソル移動]や[削除]ボタンを設定することができる 

その場合は、該当のキーにチェックを入れる 

また、表内のセルをダブルクリックすると変更ができる 

 

↓ 

 

最後に「OK」ボタンをクリックする 
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※アラーム履歴に発生回数（Occur Count）を表示する場合は、警報テーブルの 

「アラーム統計の使用」にチェックを入れる 
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完成イメージ 
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改訂履歴 

日付 改訂内容 

2019年 06月 P.11 アラーム履歴に発生回数（Occur Count）を表示する場合の補足追加 

 

 


